
 

 

 
柴田 好章 SHIBATA Yoshiaki  
名古屋大学大学院教授 博士（教育学）  

授業の詳細な分析にもとづく個別的で具体的な知
見を、授業や学習に関する諸理論と接合し、学問的
な体系として共有・蓄積することを目指している。その
ために、現在、授業における子どもの思考・表現・コミ
ュニケーションに注目し、新たな授業分析手法の開発
や量的手法と質的手法の統合
による授業分析に取り組んでい
る。 
また、学校・教育委員会と連

携し、学校を基盤とする授業研
究や教員研修の充実のためのプ
ロジェクトを実施している。また、
効果的な ICT の活用についても
研究している。 
 

 本セミナーでは｢子どもの学びを

どうとらえるか？~授業記録による

授業分析の方法~｣をテーマとし

て、授業記録による授業分析の方

法について学びます。教師の意思

決定の基盤となる洞察力を高める

ための方法や、校内研究（研修・

OJT）を活性化するための方法に

ついて、一緒に考えていきましょ

う。 

  

   

 

 

 

  


